
 
 

第２回 新たな村づくりプロジェクト「全体会」 

議事録 

 

 

１ 日時：2025 年 11 月 1 日 

２ 時間：10 時～11 時 

３ 場所：下区集会センター 

４ 出席者：別添参照 

 

５  議題 

   （１）3 ヶ年の活動の振り返りと R8 以降の重点取組みについて 

   （２）R8.下区 農山漁村振興交付金 実施計画書について 

   （３）来年度のスケジュールについて 

 

６ 議事の経過の概要及び結果 

 

【司会（松尾）】 

本日は、ご多用の中お集まりいただきありがとうございます。 

ただいまから、「新たな村づくりプロジェクト」の第２回目の全体会を開催いたします。 

私は下区ちくせん実行委員をしております松尾と申します。本日の進行役をさせていた

だきますので宜しくお願い致します。今日の会につきましては、お手元の議事次第に従いま

して進めさせていただきます。 

本日は、宮崎県 東臼杵農林振興局 農政推進担当の古川 智久様にもお越しいただい

ております。古川様には、本日、皆様にご説明する「下区の 3 ヶ年計画書」の作成を手伝っ

ていただきました。 

ちくせん事務局として厚く御礼申し上げます。 

それでは、開催にあたり、本会のプロジェクトリーダーである本吉よりご挨拶致します。 

 

【プロジェクトリーダー（本吉）】 

この会のプロジェクトリーダーを務めさせていただく本吉でございます。今年の 3 月 2

日に皆さまにお集まりいただき、このプロジェクトを立ち上げて早いもので 8 ケ月が経と

うとしております。 

下区では来年から 3 ヶ年、農水省の交付金を使って「ちくせん活動」の取組みを加速して

いく予定ですが国の交付金を獲得するためには、そのお金を使って下区として何をしてい



 
 

くのか？県や国に対して計画を示さなければなりません。 

実行委員は誰も、このような計画を作ったことがなく、11 月までというタイトなスケジ

ュールの中、本当に上手くまとめることができるのか？不安だったことを覚えています。 

しかし、4 月から下区ちくせん実行委員 8 名の主導による各種調査、役場や農業部会の農

業者、そして今日、お越しいただいた宮崎県の古川様の力をお借りしながら、ようやく計画

書として取りまとめ、今日を迎えることができたことを嬉しく思っております。 

3 年前に右も左も分からなく始まった下区のちくせん活動は、自分たちが今できることを

コツコツと愚直に継続してきましたが、来年からより高い目標に向かって頑張っていく所

存です。 

県や国に提出する計画書の詳細は、後ほど実行委員⾧の高城に説明させますので、疑問点

などありましたら遠慮なく質問してください。 

最後に、下区ちくせん実行委員会は、「1 日でも⾧く下区で暮らすためにどうすればいい

かを考えよう」を合言葉に活動を続けてきました。 

今日、お集まりいただいた皆様と 10 年後も 20 年後も笑い合える下区であることを願っ

て挨拶に代えさせていただきます。 

本日は宜しくお願い致します。 

 

【司会（松尾）】 

それでは、本日の会における議⾧の選出を行いたいと思います。 

下区ちくせん実行委員会の規約では、議⾧につきまして、「議⾧は下区ちくせん実行委員

会の副実行委員⾧が行う」とありますが、甲田さんが所用で欠席のため甲斐章紀さんに議⾧

をお願いしたいと考えております。皆さま、いかがでしょうか？ 

 

（異議なし」の声あり） 

 

ありがとうございます。 

それでは、甲斐章紀さんに議⾧をお願いいたします。 

 

【議⾧（甲斐）】 

本会の議⾧を務めさせていただきます下区ちくせん実行委員の甲斐でございます。 

今日、お集まりいただいた皆様、改めまして厚くお礼を申し上げます。 

それでは、早速、議事に入らせていただきます。 

お手元の資料にございますとおり、議事１から３までございます。これからの議事につき

ましては、下区ちくせん実行委員⾧の高城の方から説明をいたして参ります。 

それでは、まず議事１『3 ヶ年の活動の振り返りと R8 以降の重点取組みについて』お願

いします。 



 
 

【説明者（高城）】 

皆さま、おはようございます。 

下区ちくせん実行委員⾧をしております、高城と申します。 

先ほど、プロジェクトリーダーの本吉が話したように、国に提出する住民主導の計画づく

り。11 月までというタイトなスケジュールの中、自分たちの力でやり抜くことができるの

か本当に心配でしたが、無事にこの日を迎えたことを嬉しく思っております。 

今日、この日を迎えることができたのも、農業部会の皆様をはじめ 7 名の戦略会メンバ

ー、そして宮崎県の古川様のご助言のおかげだと思っております。 

本日、皆様にご説明する資料は宮崎県を経由して農林水産省に提出される非常に重要な

ものです。下区の未来がかかっている計画であるため、ぜひ今日は、下区としての３ヶ年計

画を頭に入れて帰っていただければと思います。 

それでは早速、議事３－１について資料をもとにご説明させていただきます。 

 

＜議事３－１の説明＞ 

 

【議⾧（甲斐）】 

今の説明について、ご意見、ご質問のある方はお願い致します。 

ございませんでしょうか？ 

 

（戸高委員：農業部会委員） 

 先ほど、高城さんの方から、寝かせ玄米パックご飯の商品開発をちくせん予算を使い行

っている旨の説明がありました。いつ商品が出来上がるのかと、今後の見通しについてご

説明いただければと思います。 

 

【説明者（高城）】 

 大久保のお米を使った寝かせ玄米パックご飯は、約 560 食程度を大分の会社に業務委託

しており、今年の 11 月下旬に納品される予定です。 

 納品後は、関東、関西や県外在住の実行委員のご家族などにサンプルをお送りし、実際

に試食を行っていただく予定です。その際、アンケートを行い、味や価格やパッケージデ

ザイン等について意見をもらい翌年度の農水省交付金を使って改良を重ねていく予定で

す。 

 もちろん、下区の皆様にもサンプルを配布して食べていただく予定です。 

 今後の見通しとしては、来年度、専門業者に発注をかけ本当に寝かせ玄米パックご飯を

下区の商品化の柱として位置付けていいのか調査を行いたいと思っております。今回、玄

米パックご飯に注目したのは、将来に向けて収益化を考えているからです。 

 



 
 

 行政が最も気にしているのが、交付金や補助金が途切れたときに自走できる体制になっ

ているかです。私の経験的に言えることですが、補助金や交付金ありきで事業を進めてい

る地域は必ず破綻します。したがって、可能であれば来年からは自走を念頭においた販売

戦略を練っていきたいと考えております。だからご説明した通り「地域資源活用」の中で

マーケティング戦略を位置付けました。 

 重要なのは、「競合」を頭に入れた商品開発です。例えば、白米のパックご飯は、サト

ウのご飯やアイリスオーヤマなどの大手が既に市場でシェアを占めており、下区が販売し

ていくのは難易度が非常に高いといえます。従ってパックご飯市場の中でも、ニッチな領

域である「玄米パックご飯」に着目しました。 

 来年度は、国の予算を活用し「玄米パックご飯」市場につても３Ｃ分析等を行い、より

詳細に調査をかける予定です。 

 

【議⾧（甲斐）】 

 他にご質問はありませんでしょうか？ 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

ご意見等がないようなので、R8 以降、下区の取組みとしては「農用地保全」「地域資源活

用」「生活支援」の 3 分野に力を入れていきたいと思います。 

それでは、続きまして、議事の２の『R8.下区 農山漁村振興交付金 実施計画書』の説明

をお願いいたします。 

 

【説明者（高城）】 

＜議事３－２の説明＞ 

 

【議⾧（甲斐）】 

今の説明について、ご意見、ご質問のある方はお願い致します。 

ございませんでしょうか？ 

 

（岩原委員：農業部会委員） 

 農用地保全の取組み内容に、省力化機械の導入・共同利用がある。これはＲ８のいつぐら

いから活動を開始するのか？私は畜産をやっていた関係もあり、牧草モアーなど大型機械

機械をいくつか持っているが使わないので処分しようと思っている。 

 これらも下区の皆で共同利用できればいいと思ったが、議論がいつから始まるのか気に

なったので質問させていただいた。 

 



 
 

【説明者（高城）】 

 この内容は議事３－３でお話しする予定でしたが、質問が岩原委員よりでたので先にお

話しさせていただきます。 

 農水省の交付金は最短でＲ８の 6 月に下区ちくせん口座に振り込まれる予定です。従い

まして、省力化機械の導入・共同利用の議論については 6 月以降を予定しています。ただ

し、交付金が振り込まれる前の 4 月と 5 月の間、何もせず遊んでいるのは時間がもったい

ないと思っていますので、戦略会 8 名で議論の準備は進めておきたいと思います。 

 

 （菊池委員：下地域集落協定） 

 そのような機械があれば、積極的に活用したらいいと思う。 

 自分が使いたいくらいだ。議論の中では機械を譲ってくれるような話にもなるのだろう

か？ 

 

【説明者（高城）】 

 今、岩原委員の話を聞いていて思ったのですが、各農業者が現在、持っている機械を皆で

把握し、共同利用できるものがあるのかを洗い出すのもいいと思います。Ｒ８からの計画で

は、農機具メーカーの実演などを入れて、導入できそうなものを話合い試験的に購入するよ

うなことを考えていましたが、わざわざ購入しなくても今ある機械を共同利用できるかも

しれません。 

 幸い、農業部会が今年、立ち上がっているため皆さんが、Ｒ８も部会に参加してくだされ

ば処分予定の機会も含めて共同利用する議論ができると思います。貴重なご意見、ありがと

うございました。 

 

【議⾧（甲斐）】 

 他にご質問はありませんでしょうか？ 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

ご意見等がないようなので、この計画書は宮崎県を経由して農林水産省に提出すること

と致します。 

それでは、最後に、議事３の『来年度のスケジュールについて』説明をお願いいたします。 

 

【説明者（高城）】 

＜議事３の説明＞ 

 

 



 
 

【議⾧（甲斐）】 

今の説明について、ご意見、ご質問のある方はお願い致します。 

ございませんでしょうか？ 

 

（黒木委員） 

 今日のような全体会を、Ｒ８はいつ頃開催する予定でいるのか？ 

 

【説明者（高城）】 

 下区ちくせん実行委員会の規約では、専門部会、全体会、戦略会の３つの会議を定めてい

ます。ご質問のありました全体会は、毎年、2 回の開催を予定しております。農水省から計

画の採択が分かった段階で委員の皆様には、お集まりいただきＲ８の予算や調査計画の進

め方について再度、ご説明致します。 

 国には一応、700 万円程度、Ｒ８の予算を要求していますが、満額認められるとは限らず、

本省審査で減額されることも想定されます。減額された場合は、現在、検討している内容を

一部変更する必要があると思います。 

 このようなことも含め、Ｒ８の第一回目の全体会開催は 5～6 月に行い、確定した予算や

進め方などを共有する予定です。 

 

【議⾧（甲斐）】 

 他にご質問はありませんでしょうか？ 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

ご意見等がないようなので、議事３の『来年度のスケジュール』のとおり、4 月以降のち

くせん活動を進めるということで、宜しくお願い致します。皆様方におかれましては、本日

ここで決定しました内容を踏まえまして、引き続き下区ちくせん活動にご協力いただけれ

ば幸いです。 

最後になりますが、全体をとおしてご質問等ございませんでしょうか？ 

 

（甲斐委員：オブザーバー＜下区区⾧＞） 

このような計画を作るにあたって、ちくせん実行委員の皆様におかれましては大変なご

苦労があったと思います。区としても協力できるところはしていきたいと思いますので、今

後とも宜しくお願い致します。皆さん、大変、お疲れさまでございました。 

 

【議⾧（甲斐）】 

以上で議事は終了でございます。本日は議事進行へのご協力、誠にありがとうございまし



 
 

た。 

 

【司会（松尾）】 

どうもありがとうございました。 

プロジェクトリーダーの本吉の話にもありましたように、「1 日でも⾧く下区で暮らすた

めにどうすればいいかを考えよう」を合言葉に、来年度以降も頑張って参りますので、ちく

せん活動に引き続きご協力いただければ幸いです。 

最後に宮崎県の古川さまから、何かご意見等はございますでしょうか？ 

 

（古川氏：宮崎県東臼杵農林振興局） 

 ここまで地元住民で議論しながら計画をまとめていただき感謝申し上げます。県として

も、下区の素晴らしい取組みが形になるように応援させていただきますので、引き続き宜し

くお願い致します。 

 

【司会（松尾）】 

以上で全体会を終了します。本日はお疲れさまでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上、この議事録が正確であることを証します。 

 令和７年 11 月 1 日  

 

 

 

 

議  ⾧  甲斐 章紀  印  

 

書記会計 黒木 裕明 印 


